
  

 

第１４２０回 例会 ２０２１年（令和３年）４月５日 

（母子の健康月間） 

前回（３月２２日）例会記録  

◇プログレス 小島 常男 副ＳＡＡ  

 

１．来客紹介 中嶋 啓至 親睦委員       

  ゲスト：０名 地区外：０名 地区内：１名 合計：１名 

 

２．会長の時間  「萱野三平」  岡本  茂 会長 

 

3月 8日の例会で、俣野会員から北大阪急行の箕面萱野までの延伸についての卓話があり 

ました。今日は、この度新設される「箕面萱野駅」の北、新御堂筋に架かる「かやのさんぺい橋」に 

その名を残す、萱野三平の話です。 

萱野三平の生家は旧西国街道沿い（萱野３丁目）にあり、萱野三平記念館として、今、府の史跡

になっています。元禄14年3月、主君浅野内匠頭が殿中で吉良上野介に刀を抜いた赤穂事件を

報じる第 1陣の早駕籠は、赤穂藩の萱野三平と早水藤左衛門が江戸から赤穂まで 620 ㌔を 4日

半かけて走りました。赤穂藩取り潰しの後、三平は、亡き主君の無念を晴らすため家老の大石らと

仇討ち派に加わりますが、父の反対にあい、内匠頭への「忠義」と内蔵助への「義理」、父への 

「孝行」の板ばさみになります。翌1月 14日、三平は内匠頭の月命日に自宅の一室で自刃し、27歳の生涯を閉じます。 

しかし、三平の死は、揺れ動く同志の心の結束への「捨て石」になり、赤穂の浪士の討ち入りは、その年も押し詰まった 

12月14日の月命日に決行され、大石らは本懐を遂げます。 

お家への忠義や親孝行という言葉もほとんど聞かれなくなった今、320年前の出来事は、やっぱり遠い昔の話になり 

ました。 

本日のプログラム                     （本日のプログレス 北野 克己 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「君が代」「四つのテスト」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ 次年度会長方針 宮原  彰 会長エレクト 

○ 理事会 ３１階「カトレア」 １３：４０～１４：４０ 

・花 

・春が来た 

・花の街 



 

３．ニコニコ報告  甚田 隆康 親睦委員 

中嶋、岡本(真)、井澤、岡野、吉本、甚田、大磯、伊藤、中村、澤田、中西、北野、沖、天野、山川、平山、中井、 

原山、塩尻、松谷、坂本、小島、新川、清水、栗原、小山、宮原、片岡、竹内、岡本(茂)、俣野、 

  各会員・・・・春の高校野球今年はできた!コロナに負けずがんばれ!! 

 

４．出席報告 小島 常男 副ＳＡＡ 

会員総数 ４０名 出席率計算会員数 ３９名 出席会員数 ３５名 出席率 ９２％ 

第１４１７回（１２月２１日） 修正出席率 ９８％ 

 

 

 

【2021-22年度 国際ロータリー（RI）会長、テーマ】 

 

次年度RI会長 

シェカール・メータ氏 

Calcutta-Mahanagarロータリークラブ所属 

インド（西ベンガル州） 

 

 

会計士であり、自身が設立した不動産開発会社「Skyline Group」の会長。 

カナダを本拠とする「Operation Eyesight Universal （India)）のディレクター。 

災害救援に熱心に携わり、シェルターボックス（英国）の管理委員も務める。2004年のインド洋大津波の際には、 

被災した家族のために 500戸近い家屋の建築を支援。南アジアで 1，500件以上の心臓外科手術を提供した 

プログラムを立ち上げる。インド全土での識字率向上をはかる「TEACH プログラム」の創設にもかかわり、 

このプログラムを通じて何千もの学校に支援を提供。 

1984年にロータリークラブ入会。ＲＩ理事、各種委員会の委員と委員長、ゾーンコーディネーター、研修リーダー、 

ロータリー財団専門家グループメンバー、地区ガバナーを歴任。ロータリー財団（インド）の理事長も務める。 

超我の奉仕賞、ロータリー財団功労表彰状と特別功労賞を受賞。 

ラシ夫人と共にメジャードナー、遺贈友の会会員としてロータリー財団を支援。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ☆次回４月１２日（月）例会予定 

                ・クラブフォーラム：社会奉仕委員会 ～14時 

 


